
（１）地域別景観形成ガイドラインとは

◆開発や建築行為等から、日常的なあり方へ、景観まちづくりが引き継がれ、持続的に積み重ねられ
ることにより、柏の景観をより良いものに育てていくことを目的としたガイドラインです。

　景観に係わる全ての行為は、まず地域景観（自然の風景や都市のまち並みなど）との関係を考え、そ

れらを設計、事業や活動へと反映し、個々に良い景観をつくり、地域の景観へと拡げていくことが大切

です。そのためこのガイドラインは、建築物等の新築や改築等の構想・計画段階で考えるべき地域への

配慮事項や、周辺景観に協調し、寄与する空間創出のための考え方やデザイン例、個々の良い景観づく

りを地域の景観づくりへとつなげていくための考え方やアイデア等を示しています。

　このガイドラインは、全ての地域で考えるべき「共通ガイドライン」とその地域で考えるべき「地域

ごとのガイドライン」の２層で構成され、市民、事業者・設計者が様々な行為を通じて主体的に景観づ

くりを進めていく上での配慮事項となります。

　大規模建築物等については、「共通ガイドライン」「地域ごとのガイドライン」が景観法第１６条第一

項に定める行為の届出及び柏市景観まちづくり条例第７条に定める事前協議の「基準」となるものであり、

このガイドラインに基づき、景観アドバイザーの意見を参考に具体的な審査や協議等を行います。

　重点地区（豊四季台 , 柏の葉キャンパス，柏の葉 2 号調整池）についてはこれらに加え、指定された

地区ごとに独自に定める「景観形成基準」（別冊）が、景観法及び柏市景観まちづくり条例に基づく行為

の届出・事前協議の際の「基準」となります。

届出制度等のあらましについては、行為の種別ごとに第３部−１，２に掲載しています。

地域別景観形成ガイドライン

行為の種別 行為の基準

第2部－３　地域別景観形成ガイドライン

別冊　重点地区の景観形成基準

大規模建築物等（重点地区以外）
対象行為・規模及び届出・協議の手続き等につ
いては第３部−「２．大規模建築物等」で確認

重点地区
対象行為及び届出・協議の手続きについては「別
冊　重点地区の景観形成基準」で確認

地域ごとのガイドライン
現行の土地利用に係る法規制（都市計画法上の用途
地域等）をベースとした地域区分別

共通ガイドライン

◆地域と個を考え、個から地域へと拡げていく景観づくりを目指し、柏での景観づくりに係る様々
な行為の配慮事項として作成しています。

　良好な景観は、心の豊かさやゆとりなどにつながる生活環境の

骨格であり、開発行為や建築行為等の大きな事業から、庭木の手

入れ、店先のしつらえなどの日常的な活動を含め、個々の取組み

の積み重ねによってつくられるものです。

　また、公共・民間を問わず、景観に係わる全ての関係者（市民・

事業者・本市）が協働で育てていくものという共通の認識にたつ

ことで、より良い景観がつくられ、引き継がれていくと考えます。

　そのため、まず、市民・事業者・本市が、様々な行為の際に、

景観まちづくりについての考え方を共有することが大切と考え、

これを「地域別景観形成ガイドライン」としてまとめています。

◆景観法に基づく届出手続（景観法第 16 条第１項）等に対応した「行為の基準」となります。

協働の景観まちづくり
を進めるために共有すべき

考え方

市民

本市

事業者
設計者
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3 地域別景観形成ガイドライン



（２）地域別景観形成ガイドラインの読み方
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STEP １
　景観づくりに関する基本的な考え方を確認する

 共通ガイドライン（Ｐ 36 ～）
本市の景観の特徴や、景観形成に関する基本的な考え方を示しています。共通ガイドラインの全ての項目は、大規

模建築物等の届出において、景観法に基づく届出等に対応した「行為の基準」となります。　

STEP ２
　対象地の地域区分を確認し、地域ごとのガイドラインへ

地域区分図（Ｐ 45）
市内を地域特性ごとに６つの地域に分けています。お

住まいの場所や建築地等がわかりづらい場合は、都

市計画課までお問合せください。

地域ごとのガイドライン
6 つの地域ごとの特性と課題を踏まえ、景観づくりに

係わる配慮事項を示しています。大規模建築物等の

場合は、景観法に基づく届出手続き等に対応した「行

為の基準」となります。

自然・田園系地域 （Ｐ 47）

住居系地域 （Ｐ 59）

商業系地域 （Ｐ 75）

沿道系地域 （Ｐ 89）

工業系地域 （Ｐ 101）

新市街地系地域 （Ｐ 113）

ガイドラインの項目名

項目ごとの考え方
図や写真等により考え

方を具体的に示してい

ます。



※新市街地系地域については次ページをお読み下さい。

STEP ３　
　地域ごとの景観づくりの考え方や指針を確認する

地域ごとのガイドライン（Ｐ 47 ～）
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考え方の具体例
図や写真等により考え

方を具体的に示してい

ます。

ガイドライン一覧
全体像を示すと共に、

計画する敷地で特にど

の項目を注目すればよ

いかを示すものです。

ガイドラインの内容
景観づくりの段階に応

じて、地域ごとのガイ

ドラインを一覧表とし

ています。　

景観づくりの段階
原則として次のように

大きく３つの段階を設

定しています。ガイド

ラインは、これらの段

階ごとに配慮すべき事

項を整理しています。

景観づくりのポイント
段階ごとのポイントを示してい

ます。

計画・設計要素等ガイドラインの項目
・地域性における考え方

・通り、まち並みなどに対する考え方

・個別施設の要素ごとの考え方／日常的な景観

　づくりの考え方



STEP ３　
　地域ごとの景観づくりの考え方や指針を確認する

地域ごとのガイドライン（新市街地系地域Ｐ 113 ～）

34

景観づくりの基本事項
新市街地系地域の景観づ

くりの基本事項として、

「新市街地系地域の魅力的

な景観づくりに資するデ

ザイン」を唱っています。

ガイドライン
ガイドラインの項目とし

て、新市街地の景観づく

りに必要な３つのポイン

トをあげ、それらに配慮

した魅力的なデザインと

することとしています。

新市街地の景観づくりに
必要な３つのポイント

新市街地系地域における
建築行為等の施設用途
２〜４では、用途別に、

ガイドラインに基づく、

新たな景観まちづくりに

向けた基本的な考え方と

まち並み景観に配慮した

建築物等のイメージを一

覧表で示しています。

建築物等の部位の種別

建築物等の規模、用
途等の種別
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○新市街地系地域について
　新市街地系地域は、土地区画整理事業などが進行中の地域です。このため、景観まちづ

くりガイドラインでは、これからまちが形成される時点で、どのようなまち並み形成を行

おうか、と検討する際の参考としていたただくものと考えています。

　また、新市街地系地域は、公共事業と一体的にまちづくりを進めていくことにより、新

たな柏の魅力となる景観を創造していく必要がありますが、新市街地系地域のガイドライ

ンでは、そのための「景観づくりの３つのポイント」を示し、それらをもとに、施設の用途・

部位毎に景観の魅力づくりに資するしつらえ等の参考例を示しています。

　まちが形成された開発後は、その地域の用途地域に従い、該当する地域別ガイドライン

をもとに景観まちづくりを進めることになります。


